
令和２年度     第 2回 学校評価考察               能登町立小木小学校 

 重点目標 評価の観点 評価：達成度判断基準 達成状況（考察と改善方針等） 

１ 基礎・基本の確実な定着 

 ①つけたい力を明確に持っ 

た教育計画 

 ②見通しをもった校内研修 

と実践の充実 

 ③基礎学力の定着のシステ 

ムの充実 

 

＜成果指標＞ 

・児童アンケートの質問４・５・

６の得点が 8割を超える。 

 

達成基準＝児童アンケートで全体得点が 

Ａ：８０％以上（83％⇒80％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

聞く、発表する、書くことの項

目で「きれいな字」で書くこと

が下がった。来年度は「丁寧に

書く」児童が増えるように今後

も指導の継続をしていきたい。 

＜満足度指標＞ 

・「難しいことでも、できるように

取り組んでいる」と答える保護

者の得点が 8割を超える。 

 

 

達成基準：保護者アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上  

Ｂ：７０～８０点未満（75％⇒78％） 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

7 月より 3 ポイント上がった。

保護者へ取組を周知してきた成

果と考えている。児童の結果は

89％である。来年度は児童の結

果も反映できるようにしたい。 

＜努力指標＞ 

・「研修課題を学年の実態に即して

具体的に取り組んでいる」と答

える教職員の得点が 8 割を超え

る。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（83％⇒86％） 

Ｂ７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

7 月より３ポイント上がってい

る。授業改善の努力とその成果

を実感しようと、職員が主体的

に取り組んでいる。 

２ 豊かな人間関係作り・社会性の

育成 

①道徳の授業の充実 

 ②児童の心の耕し 

 ③生活指導の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・「いま、学校は楽しい」と答える

児童の得点が 8割を超える。 

達成基準＝児童アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（91％⇒91％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

7 月と同様に 9 割を超えている

ことから良好な数値である。児

童の表情の変化に気付くことが

できるようにアンテナを高くし

ていく。 

＜満足度指標＞ 

・「学校はいじめ・不登校のない楽

しい学級づくりに努めている」

と答える保護者の得点が 8 割を

超える。 

達成基準：保護者アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上 （83％⇒86％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

7 月から 3 ポイント上がってい

る。今後も未然防止とともに組

織的な初期対応を行っていく。 

＜努力指標＞ 

・「子どもの不安や悩みを理解し、

個に応じた指導に取り組んでい

る。」と答える教職員の得点が 8

割を超える。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（93％⇒91％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

9 割を超えている。終礼や児童

理解の会で機を逃さず情報共有

を行い、「行動」まで確認し、共

通行動している成果だと考え

る。今後も継続していく。 



３ 保護者・地域に信頼される学校

作り 

①開かれた学校  

 ②情報の公開 

 ③指導力の向上 

 ④教育公務員としての自覚 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・「学校は、子どもの事について気

軽に相談できる」と答える保護

者の得点が 8割を超える。 

達成基準：保護者アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上 （83％⇒85％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

7 月より２ポイント上がった。

今後も学校の様子から気になる

点をきめ細かく電話等で連絡・

相談していく。 

＜満足度指標＞ 

・「教育方針や子どもの様子が学

校・学級だよりやホームページ

等で分かる」と答える保護者の

得点が 8割を超える。 

達成基準：保護者アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（81％⇒82％）  

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

毎日の学校 HP の更新を今後も

継続していく。誤字があるとの

指摘があったので防止する体制

をつくりたい。 

＜努力指標＞ 

・「学級だよりで、学級経営方針や

児童の様子を保護者に知らせて

いる」と答える教職員の得点が 8

割を超える。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（86％⇒82％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

保護者の要望があり、年度途中

で実施した里海通信を来年度ど

のように発行していくかを検討

していきたい。 

＜努力指標＞ 

・「地域の人材や素材を活用した授 

業を取り入れている」と答える

教職員の得点が 8割を超える。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（83％⇒86％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

7 月より 3 ポイント上がってい

る。里海科・道徳・総合・各教

科等でさらに活用していく。 

４ プロとしての自分を磨き、子ど

もに関わりきる教職員 

①健康安全活動の充実 

 ②体力の向上 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・「指導計画に基づいて、教材教具

を適切に整備・管理・活用して

いる」と答える教職員の得点が 8

割を超える。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（88％⇒93％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

7 月より 5 ポイント上がってお

り、良好である。コロナ禍では

教育課程の実施が最優先である

ことを常に確認しながら業務に

あたってきた成果である。 

＜満足度指標＞ 

・「学校は、安全・快適な環境づく

りに努力している」と答える保

護者の得点が 8割を超える。 

達成基準：保護者アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上 （83％⇒86％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

7 月より 3 ポイント上がった。

今後も新しい生活様式の基本は

児童の行動であり、自問清掃、

整列しての教室移動などの規律

の徹底を図っていく。 

＜努力指標＞ 

・「学級経営目標や取り組みは、具

体的で評価できる内容になって

いる。」と答える教職員の得点が

8割を超える。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（89％⇒84％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

年度末にキャリアパスポートに

より児童は目標のふり返りをす

るが、その際に学級の取組の振

返りを行うように働きかける。 



５ 多忙化改善・業務の効率化 

①働き方改革の意識 

 ②業務の効率化の推進 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・「自分の業務に見通しを持ち〆切

や時間を意識して取り組んでい

る」と答える教職員の得点が 8

割を超える。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（93％⇒86％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

7 月から 7 ポイント下がってい

る。7 月と比較して行事等も通

常通りとなり、多忙化したこと

が原因と考えられる。軽重を付

けた業務遂行を行いたい。 

＜満足度指標＞ 

・「業務改善を意識し、業務の効率

化を図るための工夫をしてい

る」と答える教職員の得点が 8

割を超える。 

達成基準：教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上 （83％⇒92％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

7 月より 9 ポイント上がってい

る。今後も業務の見直しを図る

ために何のために行うのか目的

を常に考えて業務にあたる。 

＜努力指標＞ 

・「効率的に業務を行うために、身

辺（机まわり）を整理整頓し共

有物の扱いにも気を配ってい

る」と答える教職員が 8 割を超

える。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（93％⇒81％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

7 月と比較して１2 ポイント下

がっている。整理することで自

分の業務内容や進捗状況の把握

につながる。このメリットを再

確認して取り組んでいきたい。 

 

 

 


